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市議会だより
Vol.199  今回の主な内容 

●ここが聞きたい一般質問��２
●政務活動費収支実績報告��４
●常任委員会審査議案����５
●委員会調査報告・政策提言�６
●全員協議会開催������６
●６月定例会議議決結果等��７
●子ども議会開催ほか����８

議会トピックス
～議会報告会・意見交換会を
開催しました～

令和元年

春季

議会からの
政策提言

●小学校における ICT を活用した学習活
動の充実に関する提言

　（文教福祉常任委員会）
●東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会に関する提言
　（東京2020オリンピック・パラリン

ピック調査特別委員会）

６月定例会議を開きました ＜５月31日〜６月14日（15日間）＞

市長・教育長へ提言書を提出しました。

※主な内容は、
　６ページを
　ご覧ください。

QR コードから
政策提言の全文
が読めます。

５月31日　開会
本 　 会 　 議
・市長から議案27件、

報告11件提出後、議
案についての提案理
由を説明

　（期間中追加議案５件）

６月６日〜10日
本 会 議（ 一 般 質 問 ）

・13人が登壇し、議案
や市政の諸課題に関し
て質疑応答

６月11日〜12日
委 員 会
・常任委員会を開催し、

議案や請願を審査

６月14日　閉会
本 　 会 　 議

・各委員長から審査の
経過と結果の報告後、
討論を経て、採決

タイトル写真：東北絆まつりパレード

ふくしま

　５月９日、10日、13日、15日の４日間、市内４会場（市民会館・
松川支所・茂庭出張所・吉井田支所）で開催し、73名の市民の方
に参加頂きました。
　第１部議会報告会…平成30年12月定例会議および平成31年１月
の緊急会議、平成31年３月定例会議における各委員会の議案の審
査経過と結果を、議員から報告しました。
　第２部意見交換会…市民の皆さんから駅前再開発、洪水ハザード
マップ、通学路の交通安全対策など市政全般について、さまざまな
ご意見を頂きました。

詳しい内容をご覧
いただけます。
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■
行
財
政財

政
の
健
全
化小こ

ま
つ松　
良よ
し
ゆ
き行

■Ｑ　
単
年
度
財
源
不
足
が
続
き
、
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
残
高
も

令
和
５
年
度
に
底
を
つ
く
と
見
込
ま
れ

て
い
る
が
、
大
型
事
業
が
計
画
さ
れ
る

中
、
財
政
の
健
全
化
を
ど
の
よ
う
に
図

る
の
か
。

■Ａ　
駅
前
再
開
発
や
公
共
施
設
の
再

編
整
備
な
ど
の
大
規
模
事
業
、
待

機
児
童
対
策
や
道
の
駅
の
整
備
な
ど
事

業
が
山
積
し
て
い
る
が
、
行
政
経
費
の

節
減
、
合
理
化
や
既
存
事
務
事
業
の
見

直
し
に
よ
る
財
源
の
捻
出
に
加
え
、
自

主
財
源
の
確
保
や

有
利
な
市
債
の
活

用
を
図
り
、
長
期

的
な
視
野
に
立
っ

た
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
個
別
計
画尾お

が
た形　

武た
け
し

■Ｑ　
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
費
と
し
て
本
年
度
予
算
２

億
７
１
６
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
駅
前
交
流
集
客
拠
点
施
設
個
別
計

画
と
の
整
合
性
は
。

■Ａ　
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
費
は
、
事
業
主
体
が
施
行

す
る
再
開
発
事
業
の
現
況
測
量
や
既
存

建
物
調
査
、
基
本
設
計
な
ど
必
要
な
業

務
に
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
駅
前

交
流
集
客
拠
点
施
設
の
個
別
計
画
に
つ

い
て
は
、
再
開
発

事
業
等
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
今

年
度
中
を
目
途
に

策
定
作
業
を
進
め

て
い
く
。

福
島
圏
域
連
携
の
推
進

誉ほ
ん
だ田　

憲の
り
た
か孝 

■Ｑ　
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

■Ａ　
福
島
圏
域
自
治
体
間
の
結
び
つ

き
が
強
ま
り
、
人
口
減
少
に
伴
う

多
様
な
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
む
体

制
が
強
化
さ
れ
る
ほ
か
、
圏
域
全
体
の

活
性
化
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
の
け
ん
引
や
高
次

都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
の
取
り
組
み

に
対
す
る
普
通
交
付
税
や
生
活
関
連
機

能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
取
り
組
み
に
対

す
る
特
別
交
付

税
な
ど
が
講
じ

ら
れ
る
た
め
、

連
携
の
取
り
組

み
を
よ
り
強
力

に
推
進
し
や
す

い
と
考
え
る
。行

政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用丹た

ん
じ治　

誠ま
こ
と

■Ｑ　
次
期
福
島
市
地
域
情
報
化
基
本

計
画
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

へ
の
道
筋
を
位
置
づ
け
る
こ
と
の
見
解

は
。■Ａ　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
、
地
方
創
生
な
ど
を
目
的
と
し

た
デ
ー
タ
利
活
用
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

へ
の
取
り
組
み
は
、
目
指
す
べ
き
方
向

性
の
一
つ
で
あ
る
。
企
業
や
学
識
経
験

者
に
参
加
い
た
だ
く
勉
強
会
を
６
月
中

に
も
開
催
し
、
計
画
に
盛
り
込
む
考
え

で
あ
る
。

■
産
業
・
経
済

連
続
テ
レ
ビ
小
説

制
作
へ
の
協
力川か

わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

■Ｑ　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
古
関
裕
而

氏
が
福
島
に
在
住
し
た
期
間
を
取

り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
と
考
え

る
が
。

■Ａ　
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
、
古

関
裕
而
氏
の
ま
ち
福
島
と
し
て
の

存
在
感
を
作
る
た
め
に
も
、
本
市
に
在

住
し
た
期
間
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く

た
め
の
、
古
関
夫
妻
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
ゆ
か
り

の
場
所
、
夫
妻
が
生

き
た
時
代
の
年
表

な
ど
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
協
力
す
る
。

■
福
祉
・
健
康

放
課
後
児
童
支
援
員
の

配
置

斎さ
い
と
う藤　

正ま
さ
お
み臣

■Ｑ　
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に

２
人
以
上
の
放
課
後
児
童
支
援
員

な
ど
の
配
置
は
最
低
限
必
要
で
あ
り
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
お
よ
び
配

置
員
数
に
関
す
る
従
う
べ
き
基
準
を
堅

持
す
べ
き
で
は
。 

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い

 一般質問とは？
　それぞれの議
員が、議案や市
民の皆さんの生
活にかかわる身
近な市政の課題
に対して行う質
問です。
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■Ａ　
国
は
昨
年
12
月
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
一
か
所
に
２
人
以
上
の

配
置
を
義
務
付
け
る
基
準
を
１
人
以
上

に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
と
の
方

針
を
示
し
た
。
し
か
し
、
本
市
に
お
い

て
は
、
ク
ラ
ブ
事
業
の
質
や
安
全
を
十

分
に
確
保
す
る
た
め
、

２
人
以
上
の
職
員
の

配
置
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
現
時
点
で

基
準
を
変
更
す
る
予

定
は
な
い
。Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
公
立
認
定

こ
ど
も
園
の
入
所
選
考

沢さ
わ
い井　

和か
ず
ひ
ろ宏

■Ｑ　
Ａ
Ｉ
（
注
１
）
を
活
用
し
た
入

所
選
考
の
導
入
予
定
は
。

■Ａ　
５
月
に
総
務
省
の
情
報
通
信
技

術
利
活
用
事
業
費
補
助
金
の
企
画

提
案
書
を
提
出
し
た
。

　
今
後
、
７
月
に
採
択
事
業
者
の
公
表

が
あ
り
、
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き

後
、
８
月
に
交
付
決
定
の
予
定
で
あ

る
。
Ａ
Ｉ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
金
交
付
決
定
後
、
早
期
に
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

茂
庭
診
療
所
の
閉
鎖

小お
ぐ
ま熊　

省
し
ょ
う
ぞ
う三

■Ｑ　
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
茂
庭

診
療
所
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　
市
で
は
茂
庭
診
療
の
開
設
者
で

あ
る
市
医
師
会
に
対
し
運
営
補
助

を
行
っ
て
い
た
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
６
月
末
を

も
っ
て
閉
診
す
る
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
市
医
師
会
を
通
じ
て

茂
庭
診
療
所
で
診
療
可
能
な
医
師
の
照

会
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
個
人
医
師

か
ら
の
申
し
出
が
あ
り
、
茂
庭
診
療
所

で
の
診
療
を
週
２

日
体
制
で
対
応
い

た
だ
け
る
よ
う
費

用
負
担
を
含
め
協

議
調
整
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

■Ｑ　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
均
等
割
を
無
料
に
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
市
独
自
に
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
均
等
割
を
無
料
に
す
る
と
、
国

民
健
康
保
険
税
の
収
入
減
が
継
続
的
に

発
生
し
、
将
来
的
に
新
た
な
税
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
慎
重

に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険

税
を
軽
減
す
る
支

援
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て

継
続
し
て
国
に
求

め
て
い
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
運
用根ね

も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭

■Ｑ　

FixM
yS

treet J
apan

（
注
２
）
導
入
に
向
け
た
調
査
検

討
状
況
は
。

■Ａ　
県
内
の
取
り
組
み
を
調
査
し
た

結
果
、
郡
山
市
ほ
か
複
数
の
自
治

体
で
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

　
導
入
に
よ
る
業
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
や
効
率
化
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
図
ら
れ
る
一
方
、
投
稿
さ
れ

た
画
像
内
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
、

投
稿
内
容
が
複
数
の
部
局
に
関
連
す
る

場
合
の
対
応
な
ど
、
運
用
方
法
の
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
関
係
各
課
と

情
報
共
有
化
を
図
り
、
事
業
化
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

■
教
育
・
文
化

子
育
て
支
援
と
し
て
の

学
校
給
食
費
の
支
援

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■Ｑ　
子
育
て
支
援
に
有
益
な
、
学
校

給
食
費
の
支
援
を
実
施
す
べ
き
で

は
。■Ａ　

食
材
費
に
要
す
る
経
費
は
、
受

益
者
負
担
の
原
則
に
鑑
み
、
保
護

者
が
負
担
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
学
校
給
食
費

も
含
め
た
総
合
的

な
検
討
の
中
で
実

行
性
の
あ
る
子
育

て
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

ＡＩ（人工知能）
とは？
　コンピュータを
使って、学習・推
論・判断など人間
の知能のはたらき
を人工的に実現し
たものです。

（注１）

FixMyStreet Japan とは？
　市民と行政が協力し、道路の破
損、落書き、街灯の故障、不法投
棄など、地域課題をスマートフォ
ンなどを使って解決・共有してい
くための仕組みです。

（注２）
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不
登
校
児
童
生
徒
数
減
少
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

石い
し
は
ら原　
洋よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

■Ｑ　
不
登
校
児
童
生
徒
数
減
少
に
向

け
た
数
値
目
標
達
成
の
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

■Ａ　
欠
席
連
絡
シ
ー
ト
を
活
用
し
て

学
校
と
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校
３
校
で
の
生
徒
支
援
教
員

の
配
置
を
継
続
し
、
別
室
登
校
生
徒
の

学
習
指
導
お
よ
び
不
登
校
の
改
善
に
努

め
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
、
学
校
教
育
課
指
導
係

内
に
生
徒
指
導
担
当
チ
ー
ム
を
設
け
、

中
学
校
へ
の
生
徒
指
導
巡
回
訪
問
を
１

学
期
中
に
前
倒
し
し
て
行
っ
た
。

　
教
育
研
修
課
で
は
、
不
登
校
生
徒
の

復
帰
を
促
す
た
め
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
ふ
れ

あ
い
教
室
を
春
休
み
に
実
施
し
、
夏
休

み
の
実
施
も
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、

定
期
的
な
各
学
校

へ
の
指
導
訪
問
の

折
に
、
校
長
と
の

情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

廃
小
学
校
利
活
用
の

取
り
組
み

鈴す
ず
き木　
正ま
さ
み実

■Ｑ　
い
わ
き
市
で
廃
校
を
利
用
し
た

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本

市
に
お
い
て
も
新
た
な
試
み
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

■Ａ　
廃
校
に
対
し
市
全
体
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
遊
休
資
産
の
活
用
に
つ
い
て

全
庁
的
に
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
利
活
用

の
議
論
を
進
め
な
い
と
ス
ピ
ー
ド
は
上

が
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ゼ
ロ
か
ら
民
間
・
企
業
も

検
討
す
る
の
で
そ
れ
な
り
に
時
間
は
か

か
る
。
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
市

と
し
て
も
次
の
利
用
方
法
を
あ
る
程
度

想
定
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
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本会議の映像を
配信しています
　一般質問などの
本会議の様子がご
覧いただけるよう、
録 画 映 像 を イ ン
ターネットで配信
しています。
　議会ホームペー
ジのトップ画面「議
会中継」または下
記のＱＲコードを
お読み取りくださ
い。

議会中継は
こちらから

平成30年度政務活動費の収支実績をお知らせします
・政務活動費は、調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、福島市から各会派に対して交付されます。
・会派の所属議員数に月額10万円を乗じて得た額が年２回に分けて交付され、残金が生じた場合は返還しております。
＜福島市議会　平成30年度政務活動費収支実績＞	 単位：円

会派名 真政会 ふくしま市民21 公明党
福島市議団

日本共産党
福島市議会議員団 創政クラブ結 社民党・

護憲連合 みらいの会 福島新政クラブ 全体合計

議員数 12人 ６人 ４人 ４人 ４人 ３人 １人 １人 35人
収入
内訳

交付額 14,400,000 7,200,000 4,800,000 4,800,000 4,800,000 3,600,000 1,200,000 1,200,000 42,000,000
利子 49 10 11 12 9 9 6 7 113

収入合計 14,400,049 7,200,010 4,800,011 4,800,012 4,800,009 3,600,009 1,200,006 1,200,007 42,000,113

支出
内訳

調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研修費 0 142,864 10,000 0 32,000 54,756 0 0 239,620
活動旅費 3,402,710 2,797,330 777,260 517,860 1,035,320 315,440 0 0 8,845,920
広報費 3,988,277 3,069,845 2,837,359 2,947,712 2,386,648 2,285,901 0 0 17,515,742
広聴費 86,511 0 0 0 0 15,580 0 0 102,091
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 0 0 0 0 0 71,280 0 0 71,280
資料購入費 84,304 184,705 13,133 205,578 0 49,880 0 0 537,600
事務費 1,963,475 570,565 464,329 419,636 656,438 563,907 326,165 82,296 5,046,811

支出合計 9,525,277 6,765,309 4,102,081 4,090,786 4,110,406 3,356,744 326,165 82,296 32,359,064
収支差引額（市への返還金） 4,874,772 434,701 697,930 709,226 689,603 243,265 873,841 1,117,711 9,641,049
収支報告書、領収書などは、市役所１階「市民情報室」において閲覧できます。なお、議会ホームページでもご覧いただけます。

　主な使途項目の説明
●研修費 ; 研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会への参加に要する経費
●活動旅費 ; 調査研究活動に必要な旅費等に要する経費　●広報費 ; 市政について住民に報告するために要する経費
●事務費 ; 調査研究活動のために必要な事務に要する経費 政務活動費

についてはこちら
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常 任 委 員 会
※各常任委員会に付託され審査した議案の主な内容を紹介します。

◆特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する
条例の一部改正
　国の法律の改正に基づき決められた額に準拠
し、選挙の際の投開票の管理人や立会人などの
報酬を改正するものであり、
投票所の投票管理者が日額
12,600円から12,800円、投
票立会人が日額10,700円か
ら10,900円に増額される。

◆財産取得の件
　現在使用している消防救急デジタル無線シス
テムの更新にあたり、新たな無線局設備や非常
用代替え設備となる無線装置などを取得するも
のであり、契約金額は１億7,820万円である。
　これにより出力、性能が向上し、現在６カ所
ある基地局を１カ所に集約
可能となるなど、維持費が
年間約2,000万円の縮減が
可能となる見込みである。

◆市場施設再整備計画事業費
　卸売市場施設の中でも、特に早期の再整備が
必要な冷蔵庫棟について、民間の資金や活力を
導入した効率的な施設の整備と運営の可能性を
調査し、また、現在
の冷蔵庫棟および倉
庫棟を除却した後の
跡地利活用について
調査を行う。

◆福島市十六沼公園サッカー場条例の一部改正
　本年11月上旬から新規オープンを予定して
いる天然芝コート２面および７月より人工芝化
の整備工事を行う予定のコート１面の使用料金
などの規定を改正する。
　今回の整備によりサッカー場
が天然芝コート２面、人工芝コー
ト３面の計５面となり、大会開
催や利用予約がしやすくなるな
ど、利便性の向上が図られる。

◆未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別
給付金支給事業費
　本年10月から消費税率が引き上げとなる中、
子どもの貧困に対応するため、本年10月31日
を基準日とし、臨時・特別の給付金支給を行う。
　支給対象は、児童扶養手当受給者のうち、税
制優遇措置（寡婦（夫）控除・特別寡婦控除）
の対象外であるなどの未婚
のひとり親であり、受給者
１人あたり17,500円を来
年１月に給付する。

◆福島市介護保険条例の一部改正
　国における介護保険料の軽減強化のための介
護保険法施行令の改正に伴い、本市における保
険料率の改正を行う。
　軽減対象は、生活保護受給者等または市民税
非課税世帯であり、合計所得と年金収入の合計
金額による段階ごとに負担割合の軽減を行う。

◆古関裕而を活かしたまちづくり事業費
　福島を代表する作曲家であり、名誉市民であ
る古関裕而氏の生誕100年を記念し、福島駅東
口駅前広場に設置したモ
ニュメントについて、経
年劣化によるコーティン
グの剥落が進み、まだら
模様となっていることか
ら、表面再処理を実施する。

◆福島駅西口駅前広場大
おおひさし

庇美装化事業費
　東京オリンピック野球・ソフトボール競技の
一部開催により、国内外から多くの方が来訪す
る見込みであるため、
福島駅西口駅舎と一
体構造となっている
軒天の美装化、天井
や照明灯の改修を実
施する。

総 務

経 済 民 生

文 教 福 祉

建 設 水 道

卸売市場内の冷蔵庫棟
古関裕而モニュメント

福島駅西口の大庇イメージ図



ふくしま市議会だより　令和元年８月１日発行　（6）

常任委員会の活動をお知らせします

東京2020オリンピック・パラリンピック調査特別委員会

中核市移行の効果を聴取 〜全員協議会を開催〜

　市議会では、市の事務に関する調査を行っています。６月14日の本会議では、
これまでの調査結果を常任委員長が報告し、全会一致で承認されました。同日、
提言書として取りまとめたものを教育長へ提出しました。

　本特別委員会から、６月14日の本会議にて委員長報告を行い、全会一致で承認されました。
同日、市長への提言書の提出と併せ、国への意見書を提出しました。

（調査期間：平成29年12月〜令和元年５月）

■主な質疑
Ｑ：歳出影響見込みの当初予算との開きはあるのか。
Ａ：平成30年度当初予算11億6,000万円余であったが、決算は10億900万円余の見込みである。
Ｑ：大気汚染状況の常時監視体制について。
Ａ：PM2.5など広域的な大気汚染の飛散状況の情報を把握するために、他市との情報共有を行っている。

　６月14日、６月定例会議閉会後「中核市移行に
よる効果検証報告」を協議題として、全員協議会が
開かれました。
　市から、中核市移行による効果検証についての
報告を聴取しました。第一部では中核市移行後の
取り組みと総括、第二部では県からの移譲事務の
実績などの説明を受けました。
　ここでは、主な質疑の内容をお知らせします。

◆�調査テーマ：小学校における ICT を活用
した学習活動の充実に関する調査

　（調査期間：平成30年10月〜令和元年５月）
　2020年度の新学習指導要領の実施により小学校
においてプログラミング教育が
実施されるなど、小学校におけ
る ICT（情報通信技術）環境整
備並びに教育研修体制の整備な
どが急務となっていることから
調査を行った。

文 教 福 祉
●ICT 機器の整備に加え、専門的なスキルを持っ

た ICT 支援員の配置などによる教員への支援策
を講じるなど、教える側の能力や ICT スキルに
より、子どもたちの学びの深まり具合に影響を
与えることがない体制を構築すべきである。

●福島市の ICT 教育は、ICT 機器を単に授業の中
でツールとして使用するということのみならず、
本市独自の教育の特色や教育資源と結びつけ、
どのような人材をどのように育てていくのかと
いう福島市スタイルの将来像を掲げ推進すべき
である。

●東日本大震災で受けた世界中からの支援について学び、そのことに対し、ど
のように感謝の気持ちを伝えるかを考える機会を数多く設けるべきである。

●若い世代が主体的に取り組む活動が、組織委員会の参画プログラムとして
承認されるよう必要な支援体制を整え、市民一人一人がオリンピック・パ
ラリンピックに参画する仕組みを早急に構築すべきである。

●復興五輪として開催される東京2020大会が世界からの最高のエールとし
て市民一人一人が感謝の気持ちを胸に刻み、開催都市としての誇りを持ち、
笑顔と元気を後世に伝え続けることが本市のレガシーであることを永続的
に意識した市政運営に努めるべきである。

主な提言内容

主な提言内容

委員長報告全文は
こちらから

委員長報告全文は
こちらから
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〔市長提出議案／30件〕
区　分 件        名 議決結果
令和元年度�
補正予算案

一般会計、下水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計、公設地方卸売市場事業費特別会計、介護保険事業
費特別会計 ○

条例制定案 福島市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例 ○

条例改正案

特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条例

○

福島市税条例等
福島市手数料条例
福島市十六沼公園サッカー場条例
福島市土湯地区温泉施設設置条例
福島市印鑑の登録及び証明に関する条例
福島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
福島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
福島市国民健康保険税条例
東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例
福島市介護保険条例
東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例
福島市火災予防条例

人事案件

財産区管理委員選任（飯坂町財産区）（紺野浩氏）

○財産区管理委員選任（青木財産区）（髙橋眞氏、相原好雄氏、阿曽正俊氏、齋藤義宏氏、伊藤定雄氏、加藤茂正氏、
渡邉善正氏）
人権擁護委員候補者推薦（小熊敬子氏、佐久間幸子氏、金子眞知子氏、黑澤一男氏）

その他

市道路線の認定及び廃止

○

工事請負契約 
・十六沼公園人工芝サッカー場整備工事
工事請負契約
 ・福島市新斎場整備事業２期造成工事
工事請負契約
 ・福島市一般廃棄物新最終処分場浸出水処理施設建設工事
工事請負契約
 ・渡利学習センター建築工事（建築本体）
財産取得（消防ポンプ自動車、化学消防ポンプ自動車、消防救急デジタル無線システム）

〔委員会、議員提出議案／２件〕
区　分 件        名 議決結果

意見書案
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の感動を復興への歩みを加速させる力に変えることを求める意見書 ○
令和２年度及び復興・創生期間後も被災児童生徒就学支援等事業の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求
める意見書 ○

〔請願・陳情／２件〕
区　分 件        名 議決結果

請願
令和２年度及び復興・創生期間後も国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な就学支
援を求める意見書提出方について ○

消費税10％増税中止を求める意見書提出方について ×

６月定例会議で決まったこと

〜議案等の議決結果〜 ＱＲコードから、
各議案の概要を
ご覧いただけます。

結果※議決結果欄
　〇→原案可決、同意、認定、採択　×→原案否決、不同意、不認定、不採択
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　市議会の本会議と委員会は原則として公
開で行っております。
　議会の傍聴は、市政と議員の活動を知る
良い機会です。ぜひお気軽にお越しください。
■本会議を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事務局前の
傍聴受付において、傍聴券の交付を受けた
後、議場へご案内します。
　本会議における一般傍聴席の定員は64名
で先着順となります。
■委員会を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事務局にお
いて傍聴券の交付を受けた後、委員会室へ
ご案内します。
　委員会における一般傍聴席の定員は５名
で先着順となります。
　なお、同時に５名以上の方の傍聴希望が
ある場合は、抽選を行うことがあります。

全
国
市
議
会
議
長
会
市
議
会
議
員
表
彰

議会を傍聴してみませんか

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601 福島市五老内町３番１号
　電話 024−525−3776　FAX 024−534−2520　福島市議会 広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/
発行：福島市議会　編集：広報委員会

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

本会議
（定例日）

休　会
（議案調査）

本会議
（代表質問）

８ ９ 10 11 12 13 14

本会議
（代表質問・
一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）
議会運営委員会

本会議
（一般質問）
決算特別委員会
（全体会）

常任委員会
議会運営委員会

15 16 17 18 19 20 21

（敬老の日） 常任委員会 決算特別委員会
（分科会）

決算特別委員会
（分科会）

決算特別委員会
（全体会・分科会）

22 23 24 25 26 27 28

（秋分の日） 休　会
（事務整理）

議会運営委員会
本会議
（採決等）

９月定例会議予定

ＱＲコードから
市議会のＨＰを
ご覧いただけます。

◆本会議、委員会は、午前10時から開会予定です。
◆日程、開会時間は変更になる場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎024−525−3776）までお問い合わせください。
◆９月定例会議で審査する請願・陳情の締め切りは、９月３日㈫午前11時です。


